
家畜糞尿の朗液分離と脱離液の二次処理に関する試験  
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凝集剤の添加Kよる家畜糞尿の機械脱水  

1．研 究 目 的   

従来から行われている畜舎汚水の処理方法は、前処理行程でできるだけ栂型物な除去したの  

ち、大量の希釈水を便｛て8・0・D負荷をさげてから生物処理を行っている。ちの方法は掩改  

も大型化し、かなり多額の施設簸が必薯であり、余剰汚泥ゐ処理という間績も■ぉきている。そ   

こで、できるだけ装置を簡易化し、施工俊を軽減する日的で．畜舎から洗水とともK排出され   

る家畜糞尿を、できるだけ希釈せず、凝集剤利用陀よる一間啄分離の可能性忙ついて検討し、そ  

の成績に基づいて炉布走行型脱水機による畜舎汚水の辞退脱水忙ついて就験を行った。  

2．4d年度研究成果の登約   

炉布走行式脱水機忙よる家畜糞尻の脱水試験を行ないつぎの結果む得た。  

（1）姉別しない成麻薬尿5倍希釈では蒸発残留物58，520p．p．mに対して、蟻化窮＝鉄   

（ポーメ400）11－8多と消石灰1エ1帝の組合せおよび添加蘭が必嬰であ→た。．∴  

（2）子鹿の糞尿は成陳忙比較して多垣の薬剤が必葦であ（た。  

（5）箇別Lない成牛糞尿5倍希釈では蒸発残留物51．20ロp．p．m忙対して、塩化第二鉄   

（ポーメ40P）22．1悌と消石灰1d．0喀の組合せおよび添加盈が必要であった。  

（4）癒揮飼料を多給している牛糞尿の炉液は浮遊物が多くなった。  

（5）牛、豚とも忙帯別すると、滞日が小さくなるほど塩化窮＝鉄の添加量が多くなっナも  

（d）高分子凝集剤を使用すると炉過性はいいが、ケーキの炉布からの剣劇が悪か→た。  

（7）炉液の浮遊物B，0．Dの徐去は98節、70帝であった。  

（8）ヶ⊥キゐ含水率は75－7畠悌だっも  

乙 基 礎 試 崩   

1）実 験 真 澄  

ヌッチェテス†用の実験装置は図～1のとおりである。  
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実験条件はつぎのとおりであった。  

H）試料と薬剤との混合： 70回転／1分・間  

跡 炉 布  ： ポリプロピレン  

いl舞空度  1DO棚Hダ  

（⇒ ヌプチェの有効面積：10・5（戎  

帥 試料畳（1回）：150九g  

H 脱水時間  15秒  

2）試  料   

乗験忙用いた試料ほ、当場けい秦の配合飼料給飼の種雌豚と、育成威の糞尿及び搾乳中の成   

牝牛と、磯原飼料多冶の試験牛の糞尿である。  

4，試 験 成 績  

1）豚糞尿の脱水試験  

（1）凝集剤の添加が炉適性能及び炉液の性状忙及ぼす影響  

試料は、配合飼料袷飼戚雌豚の糞尿1：1を5倍忙希釈したもので、鯖別は行わない。こ   

の試料忙塩化第二鉄と消石灰を加えて炉過脱水を行い、炉液の農と性状Kついて測定を行っ   

た結果は表1のとおりであっね〉塩化第二鉄ほ4QOポーメ、消石灰は粉末のまま用いた。  
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ほじめ忙塩化第二鉄を加えて2分間挽拝し、凝集したのち消石灰な加えた。  

表－－1凝集剤の添加が炉過性能及び炉彼の性状忙及はす影響（廠）  

CG  
試料 摩号  

A－1  D   0   154   

〝 2   5   0   一   9d   
〝 5   4   

〝 4   

〝 5   d   0   9□   十∴＼十  c。（。H罠    i戸液量  無添加区忙 対する割合  トH  。，℃Fムm妄蒸発残留物。．。．m  n          諺  皇 8．4  2．58（〕  15，dOO           71．2  ‾‾言古  2，4DO  10．120       万  弓巧  る71  ヱd  2，1dO  買5dD     5  0  92  占8．d  d．d  2，2ニ汚  8、5占口           671  ‾言言‾  2．D40  95dO   
〝 d   8   0   80   597   5．8  1，84〔l   qO4・0   ‾‾ 
〟 7  1口   0   82   dl．1   5．5  1，88【）   9280 

4   5   ● ●   64.11 臥9  2，140   8．“   

75、1   鼠0  2．52［）  q64C   

2，040  8，880   

9800   

10，540   

鋸川0  〝 8               訂  〝 9  5  5 5  】92 10d           〝10  占    7R2  92     〝11  5  1D  一丁石打－ 112  80．7  1▼D．≦「  1，9占D  8，5CO  〝12  4 5  ‾‾丁す【   85，5 84．5  11．8 11・4」  9dO    〝15   10  115    95口    ▲石丁オ‾  d  ‾－‾‾了甘  11d 丁百丁‾  ‾■’▼丁頂る．5  1［！．5  キ三雲－   12，28［J  ‾〝15  U  1∪   7d．2  11▲u  ‾7「福∃ 10  
薬剤の添加量は、原水1g忙対する添加量である。5偶に希沢した原水は、P．fl．8．4   

C．0．p5．500 蒸発残留物は、58，520p．p．m－eあ一、た。   

凝集剤及び炉退助剤忙ついては、その癖加効果として期待すべきことは、凝集効果がすぐ   

れていて炉液の清澄性がよいこと、疎水化の作用が掛、こと、利敵姓をよくすること、P．H   

の変化が少ないこと、コストが安いこと等であるが、塩化第二鉄たけを添加したときほ、   

4CC／gからd∝／ゼまでほ炉液盤Kほ大義ないか、炉彼の性状は次第によくなってくる傾   

向がある。しかし、8qニ／gをこえると炉過性能はおちてくる。つぎに塩化窮二鉄と消石灰   

を併用した場合ほ、5ダ／ゼの勃8豊では塩化第二鉄単独添加に比較して大きな効果は期待   

できなかった。しかし、10タ／g療加すると、炉過性勾巨炉彼の性状がきわめてよくなった。   

以上の結果から豚糞尿1：1な5倍灯希釈した汚水忙対してほ、塩化第二鉄5～d∝／ゼと   

消石灰18ダ／gの併用が励も適当と思われる。  

（2）炉布からの剥離性   

凝集剤の添加蚤と炉布からのケーキの別姓性との関係をしらべるために、炉布達行式脱水   

機な用いて試験を行った結果は表－2のとおりであった。  
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表一2 炉 布か ら の 剥離性  

剥離の状態  ＋  刃・  ー什   一什  1十  一汁  十ト   一片  ＋ト   †廿   ＋汁   聞   ≠ト   ‡廿   1≠   試料一番号  A－1  A－2  Å・－5  A－4  A－5  ■蒜  kィ  8  A：一夕  よ10  A・・・11  AT12  A」苧  ／＝4  ノーヰ5  五・一1d      巨                              ケ「キの含水賽      乃宮  7d月    鱒2    乃．1  u 8D二≧  752    70．ム  71．4  し⊥  
十完全忙剥離しないでケーキの一部分が炉布忙残る。  

≠ケーキは完全忙都塵するか、炉明の汚れが大きい。  

州ケ岬キは完全忙則雄して、炉布の汚れも少い。   

琵  

塩鉄単独、または墟鉄と石灰5タ／βの併用では、ケーキほ全部剥離するが炉布の汚れが   

ひどく、したがって、炉布を絶えず洗潅しないと昌づまりをおこして炉過性能が落ちるd ま   

た洗湛水も多景に必贋なので処理水も多くなる。消石灰を10ダ／／マ添加することによって   

剥離蝕まよくなった。  

（5）前処理忙おける鮪別の影響   

辞退脱水を行う前忙汚泥フィードポンプ等の詰りの原因となる粗大同型物の除去及びS．S   

の減少忙よる薬剤費の節減、脱水機の負担ゐ轍或をはかるため忙、各棟メッシュの絹底より   

布別した液忙ついて炉過試験を行った。   

試料は、前記試験と同じ腰から採取した糞尿1：1を5倍忙希釈したものである。薬剤添   

加量ほ汚水1g忙対する割合である。  

表T5 前処理忙おける飾別の影響（膝）  
‾ ■‾－‾一－‾ 
訂嘉！  薬別添加是  辞 退性 能   炉 液 の 
朗  

「   

番号  pecl3  Oa（O一寸）2  炉液盈  無添加区忙 対する糾合  0．0．D   P・p－m 蒸発残留物  溶解他物質  浮 遊 物   

B－1  空前   

ロ（ム   

5   四  110  90．1  72 
0ダ  122（エ   早  2，52D   12．4占D   2，250   10．21D  

720 75dO   120［l   
＿ †」  

5dC   

5  5   U   0   152  2，580   12，540   ス0七0   5，540   

4 5  － 5   0   

5   10   95   71．9   ス900  1dDO  500  

0   122  2，240   15，500  

d   5   5   10   84   d8．8   920  8．490   8，500   480   

7  0，5   0   D   114  2．510  15，400   d．50ロ   d，9ロ0   

58．7・  1．5dO   8．980  8  D．5   5   10  d7  
9  0．さ   0   0   100  2．5dO   15．5dO  

10  U．5   5   1U   △4   d4．0   1，580   鼠02D  

11Ⅷ5  10．   10   119   104．5   d48  11，540  1う．0OD  5J1 540 
12毒0・5   10   102   1（）2．0   占80  ．11，1dD  l   
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各簾別原水の蒸発残留物ほ彿別しないもの51，400p．p．m，5叫 2d，1ロ8p．p．叫 5叫  

24，520p．p．m．D．5叫 25．240p．p聞．ロ．5岬，2う，980p．p．mであった。  

上の表から、訪日が′J、さくなる忙つれて同一の薬剤添加量では、炉過性能が悪くなることが   

わかる。即ち、B－2の炉過性能（無添加区忙対する炉液の割合）は、9D，］序であるか、薬   

剤を同量添加したB－4（5蘭）は71・9軋 8－d（5据）ほd8・8乳 B－8（D・5冊）   

は58．7私 B－10（0．S珊）ほd4．0多であった。そして、炉適性能をあげて、8－2同   

じ位の効果をあげるため忙ほ、塩鉄を倍量の川喝′ゼ加える必要がある。庶水ので－8Iも姉   

別Lないものは50，000p．p．m 5珊と5瓢姉ほ、25．DDOp．p．m前後、8．5朋と0．う叫ま、   

25．DO口p．p．m位であり、凝集剤な使用して炉過脱水を行う場合、T一日の多少だけによ（て   

薬剤の竜をきめることはでき釆汚水の粒慶分布忙ついても考宿する’必要があると考えられる。  

（4）給与飼料？欄速忙よる炉過性の変化   

給与される飼料の頗塀や家畜の年令忙より、消化の程産も異り、糞尿甲の不消化物の億や粒  

度も大きな塞があるので、それぞれの糞尿の狩場性佗も空灘接があるものと考えられる。  

そこで子豚用配合飼料を給与している、2ロkグ～50kグの戚の頚炭について桝屋性を調査し   

た結果ほ、表4のとおりであった。試料は糞と尿1ニ1を5倍に希釈したものである。  

表†4 飼料差による炉過性の変化（豚）  

ー   ′娼■■■長  

番一号  （こC  
タ  

原水  ∝   

0－ 1   D   D  12〔】  

C－2  10  82  Fec】3     C∂（OH）2  炉鵬欝謂芸   P∴H  蒸発残留物  溶解性物質            帝  8．2  47．ddO  †1，200  5d，4（iロ                8．2  十㌫㌃  8．800 8、55n  
10   90  12．25ロ   

10   74   占1．‘  8．1  11，400   1D，750  d50．  

0  154  1，550 45G  0－5   115  84．5   
成戚の糞尿の場合は、塩化第二鉄5∝／gと消石灰10タ／gが適当な顔加畳てあったが、  

子鹿の糞尿の場合はこの添加怠では炉過性はよくなくて、最適添加意は塩鉄9∝／gと消石灰  

10タ／gであった。これは粒径の′トさい傲粒子が多く、塩化窮二鉄を多量忙消費するものと  
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考えられる。  

2）牛糞尿の脱水試験  

（1）凝集剤の孫加量が辞退性能及び炉液の性状忙及ぼす影響  

試料は、搾乳甲の成牛の糞尿5：1を5倍に希釈して舗別は行わなかった。薬剤の添加方   

法は原の場合と同じである。結果は表－5のとおりであった。  

表－5 凝集剤の添加が炉過性能及び炉液の性状に及ばす影響（牛）5倍  

試料  炉  液  の  性  状  

番号・                   Fec13  Ca（0．H）2  炉液量  無添加区に 対する割合  P．H  C．0．D  蒸耕留物  醐  厄遊牒   

原 水  多  78  d，00D  42，04ロ  10，840  51，200   

Ⅰ）－1   8   0   1D4  78  5，d20  12．540  d，50D  d．04D   

D－2   5   0   82   

D－5   占   92   88．4  占．d  2200  72dO  L5，9M  5，5占D   
10   ニ   90．5  5．8  1－5d□  ろ580  4、900  2，58〔】   

‾‾－1  

8占   82．d  4．2  7dO  q840  d，52ロ  5，52［1   

91   

78．8  エロ  5，840  1D，8（iD  d．000  4，8るD  
875  u 9占  8dO  11，940  笑占ロD  「「㌫云一   8 0                D▼4      94              DM5  12   0                D一占  10  1ロ                 ロー7  H llO】5   l98丁  94．2  ‖ 17る  ！900  ト ，700  j る，7dO  rl，94〔】  

傾向としてほ牒の場合と大体同じであり、塩化弟二銑の添加量が多くなれ忙つれて、辞退   

性がよくなってくる．、しかし、一定限度をこえて、12CC／βになると反対忙低下Lた。塩   

化窮二鉄10CC／βと消石灰5ダ／gの併用が適量と思われる。  

（2）希釈倍率の差が炉過性能と炉液の性状佗及ぼす影響   

希釈倍率を変えた場乳炉過性台巨と炉液の性状が、どのように変化するかを調査した結果   

ほ衣一dのとおりであった。  
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表一d 希釈倍率の塞が炉過性と炉液の性状忙及ばす影聯  

薬剤添加量  
■無添加区に  物  溶解性物質  †斎遠海  

Fec13∃  Oa（OH）2  炉夜景   対する割合  トH  0・0・p  ■蒸発残留  

悌  【8■2  4，ODO  25，5D〔）  スロ00  1d．500  
O 0  12る  8．2  1．72（〕   ス420  4，口DO  ‘5．42r）  

5   0  120  95．2   ムd  7dO  4，5dD  2，400  1，900   

〝  5   4   0  121   9d．0   占．2  4d〇  5．500  2．500  1，口UD   

〝  4   5   0  122  9d．8   5．8  52〔）  4．480   

〝  5  8  0   112  9d．5   4．2  280   5，610  87D                  5，100  5，9DO  1．2DO   
〝  d   5   120  95．2  1〔】．0  520  4，92D  4．600   520   

5  11d    92．1  11．d  58D  4，79D  4，550  440   

5  ！98 j 94・2   スd  900  声－700  ム7dO  1－940  〝  7  4      u              〝  8  4  10  120  95．2  lll・2  4dロ  4，8るロ  4，40D  46D    5  10  104 ■  82．5  11．0  440  る．72D  d・20Di  52〔】    十1リ  10  91 875  き   l鼠d  8dO  11，940  q占OD  2，54P    10  
試料は成牛の糞尿5：1を5倍忙希釈して添削しないものである。希釈倍率を高くすると、  

凝集剤の蘇加量をふやしてゆく忙つれて、炉液の性状はよくな（てゆくカ＼炉適性忙ついて  

は大きな差が認められなかった。5倍希釈では塩鉄5C仁／gと石灰5タ／gの併用が最適護  

と思われる。薬剤の添加量忙ついて5倍希釈と5倍希釈忙ついて比較してみると、5倍希釈  

はT－S42，040p・p・m忙対して、塩鉄1DC仁／gと石灰5ダ／g、5倍希釈ほT－S  

25．50Dp．p．m忙対して、壇鉄5∝／βと石灰5ダ／gが乳濁添加畳であるから、T←S  

lO．DO O p・p．m忙対し5倍は塩鉄2・5ダ、5倍は2．1タになり、希釈倍率が高い方が少  

いことが認められた。   

これは希釈倍率が高くなる忙つれて、コロイド粒子と凝集剤が填蝕しやすくな・り、凝集効  

果がよくなるためと考えられるが、この点忙ついてほ嫁件の方法や、凝集剤の演炭等も含め  

て、綿密な検討をする必葵があると思われる。   

つぎ忙牛糞尿と廠糞尿を此戟すると、膿の場合、T－S ID．DDOp・P．甲佐対して塩鉄  

0・8d∝／g（黄－1）、牛ほ2，1（監／g（葵－d）であり、牛の方がはるか忙多くの凝集  

剤を必賓としている。これは牛と豚の真の粒慶分布の差忙よるものと思われる。即ち、豚糞  

は粒径0．5相似■下のものが54多忙対し、成年の糞では74珍と徴瀾な粒子を多呈K含んで  
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いること忙よるものと考えられる。  

（5）炉布からの剣熊性   

脱水機忙より剥離性とケーキの含水率をしらべた結果は、表－7のとおりであった。  

襲－7 戸布かち の剣規性   

豚の場合と同じであり、消石灰を添加しないと炉布のよごれカラひどく、消石灰は炉布からの   

劉鰐旺大きな作用をしていることがわかる。  

（4）前処理托おける諦別の影響   

試料ほ成年の兼：夙 5：1を5倍忙希釈したもので、各種メッシュの所ヤ剛jした液につ   

いて炉過試験な行ったっ  

表一8 前処理忙おける節別の影邸（牛）  
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傾向としては腰と同じであり、頗目が小さくなる忙つれて原水の蒸発残留物は少くなるが   

薬剤の添加盈は反対に多くしないと同一の炉通性は梱られなかった。d．畠棚で飾別した液は   

壇鉄を8∝／ゼ加える必要かあった。  

（5）給与飼料の相連による炉過他の変化   

給与飼料の相違忙より、炉通性忙変化があると考えられるあで」、磯原飼料を多給している   

成牛の糞尿と、骨刈飼料を多給している成牛の糞尿とを比較した。給与飼料は骨刈飼料多拾   

区lま、1日骨刈とうもろこし5Dk久配合飼料8kp、ビートパルプ2kグで、漁摩周料多給区   

は配合飼料1dkグ、いねわら1桓、ビートパルプ1辱であった。  

表－9  飼料差忙よ るま戸過性の変化  

性  状  

番号  日  Fecl．3  Ca（0・ⅠⅠも  戸惑暦聖霊   ㌣・H  
原－1   

0－ 1  0   

0－・ 2   5   5  118   92．2   す1   45D  る，D20   4．8口〔   1，220  

原－ 2  5  8．口  5－5dD  
ト・・一  

0－ 5   5   D   D   154  

試料  

凡慮  薬剤添加盈   い戸過 性離   】 炉  液  の       飾   
G－ 4   5   5 ≡  5  122   91＿0   鼠0   5占8   5，dOr）   4，dOO  1D，nOO   

原 5   5  4．d40   25，120   11，000   12．12〔1   

0－ 5   5   0   D   142  1．7dD  10，580   る．800   5．780   

0－ d  5  5   5   11自   85．1   94   548   瓦840   4，800   1，口4〔I   

原－ 4  8．5  8．0   5，占00   18－8D（】   ROOO   q8DO   

0－ 7  0．5   0‘   ，□   142   1，88D   
竺禦⊥  

G－ 8  0．5   5   5   1ロム  74．占  5dD  d．120   4．8〔‖）   1．520  

1，88〔l   10．78コ   d．る0〔】－  4，1∈～0   
‾   原一 5  0．5  5   

－－－十  

0－11】0．5  8   

0－12…0・5  
5   

0－15iロ・5  
8   10   114  ト 80・2  52【〉   1Dミ18   5．808  ⊥⊥Z8巴  n    5，2DD  1・4，470  8，000  d、470   

表－8の傭と比較Lて炉過性能は大差なかったが、炉額の浮逸物は韓日が大きいはど痍厚  

飼料多給区の方が多か→た。  
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5）高分子凝集利忙よる炉過脱水   

高分子凝集剤は水中忙懸濁している粒子の菜面の電荷を甲和させて、凝集を起こさせると同  

時に、二つ以上の粒子忙吸着して粒子と粒子の間に橋をかけ、巨大なフロックをつくって急速   

に沈降させるという粂僑吸着作用をもっている。そこで炉彼のp・Ⅰ寸 の変化を少なくし、薬剤  

費の磨滅をはかる目的で、炉過脱水の試験を行った。   

試料は成腰糞尿、1：1を5倍に希釈し締別は行わな＼も  

表－10 高分子凝集剤托よる炉過脱水  

炉 過 性 能  

撫添加区に  
Ca（0．H）ク    炉液量   く、区   薬 剤 添 加 慮                 芸芸分‡  Fec】3      ‖  対する割合  

CC D   ダ 0   12㌔   飾  ＋   8．4   

0  10   10占   8孔1   榊   P8   

5  芦c．F   15   0   154   10d．5   ≠   ス0   

H－4  2ロ  0   122   9占．8   ≠   74  一   
98．4   1十  1D，1   H－1  0∝                    1「！一 2  ．＿L」  H    1             ⅠⅠ＿  5      口  u              11－5  L㌻  A・九！1 ∠ゝ・】i‡0・02    90                 1い  124  

ロ   128   101．5   ⊥ト   74   H－  d  田  C‾45PiO・5   110            Il－ 7  5  C．F  】1  る．5   122   9d．8   ＋十   乙5   

0          H－ 8  5  A．A  口  10  〇  112  88．0  」＋  7占  H－  9  5  A．H  □．D2  45  1D  90  71．4  一片  90  H－1叫5】   トー c－450！0．5   】 55  D  ！1ロム  －  8孔1  」＋  72  
薬剤の添加貴は汚水1－g忙対する量である。H－5Ⅰ卜占11－7Ii－10はカチオン  

承 その他ほ7ニオ／系である。H－5からH－dまでは、塩鉄と消石灰併用の最適添加量の  

ときの炉液と同じ程度の透視産な得るまでポリマーを加えた景である。炉過性能はポリマーを  

利用するといく分かよくなる傾向にあり、苛忙H－5はよかった。p．Hも石灰を使用しないと  

7－8となるっ Lかし、炉布からの別離性は悪くなった。特忙アニオン系は悪く、カチオン系  

ははゞ榊に近い状態だった。そして7ニオン系の場合はケーキがねはったような状態で、炉布  

を洗淋してもきれい忙ならず、連続炉過した場合、炉退任が落ちてくるものと思われる。  
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5．炉商売行式脱水機による脱水試験  

1）脱水機とその機栴  
メインドラム  

／／′‾川‾、、＼  スクレー′こ－  

南脱水区間  
真空度100Jヰ折1タ  

＼ 三  
、 〆  

オーバーフロー  
毎   

●   

ノ  ホッ  

しニフ 
、・・丁  フラッメソンダ   

ブレ「ト  ■‾－‾ケプロr－  
ギ
ヤ
ポ
ン
プ
 
 

ノ
′
 
 

璃正ロ”ノ㌻、→、－－－＿、．  

、－ －・ 
∂ニニ 、＼－、   ：へ宥  

［重責画   
加圧力0■2短／ら兵  

スラッゾ1  
＼スラッジ槽  

キヤポンプ   1D口押  

ブロ7－  ：4ロ［＝＼J  

願鞭毛ークー：4〔＝〕Ⅷ  
◆＼こ  

j■封乳掛ブロア‾：20GW  

予備脱水区間の長さ d O円弧椚   

炉布原動速度  45朗／砂  

予備脱水時聞  15秒  

寅  空  既 1ロ〔＝柑Hダ   

予備脱水区間の憎稽 2，70〔l戎   

ブ ロ 了 －  4 00ⅥJ   

フラッタリノグ加庄力 0．2kダ／／／ぷ  

2）脱水機の運転と試験方法   

供試汚水はギヤポンプでバキュームホッパー上の走行炉布上に送入されて予備脱水か行われ  

る。さら把炉布上のケーキは回転ドラムの下部忙あるフラッタリンクプレートの間欠圧搾忙よ   

って、さらに脱水され、炉布より釧雑して回転ドラム灯移潜する。そのケーキほ上部のスクレ  

ーバーで掻き落されて分灘する。運転中汚泥の脱水状況、ケーキの含水峯を観察Lながら汚泥  

液の送入量を調節した。  

5）牛、豚糞の脱水試験   

試料ほ成腺賛成1：1を5倍忙希釈したものと、成牛糞尿5：1を5倍忙希釈して霹別しな   

いものであり、凝集剤は頗ほ塩化第二鉄5∝／gと、消石灰10ダ／g、牛は塩鉄5CC／gと  
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消石灰5ク／g添加した。処理是は12～15g／分であった。炉液排出量の9D多以上は予  

備脱水時忙行われた。予備脱水の炉液の水質分析を行った結果は表－12のとおりであった。  

表一12 脱水抱に よ る炉彼の性状  

豚  牛  

原  水   炉  液  原 水   炉  液   
分析                             項 目   
P ． H   8．2   

（p．p．m）   
（p・p・叫険藷帝  

（p．p．m）  （p．p．m）  【除去率帝  

11．4  ス8   10．8   

C ．  0 ． D   5，200   8占0   85．5   4．200   

蒸 発 残 留 物  51，54C   8．d口0   85．5  21．500  4．6ロD   410  】90．5                  78．7   
溶 解 性 物 質  1d．500   8．D2D   51．4   d，500  4．180   55．7   

浮   遊   物  54，840   580   98．4  15，200   420   975   

■r■－■■‾‾‾‾‾   8見d  4父1  175、d   dl＿4  64．7   アンモニ了性窒素  174，5            B・（）．Dぎ    ス720  1．80〔   7d．7  5，420  1，090   
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